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人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則

一
〇

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
改
正

に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
七
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
〇

五

九

人
事
院
規
則
一
〇

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の

防
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
〇

五（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
職
員
」
の
下
に「（
以
下
「
放
射
線

業
務
従
事
職
員
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
放
射
線
業
務
に
従
事
す
る
職
員
」
を
「
業
務
を
行
う
放

射
線
業
務
従
事
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、

同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
緊
急
作
業
に
お
け
る
被
ば
く
限
度
）

第
四
条
の
二

第
二
十
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
に
お
け
る
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め

の
緊
急
を
要
す
る
作
業
（
以
下「
緊
急
作
業
」と
い
う
。）

に
従
事
す
る
男
子
職
員
及
び
妊
娠
す
る
可
能
性
が
な
い

と
診
断
さ
れ
た
女
子
職
員
の
当
該
緊
急
作
業
の
期
間
中

の
線
量
の
限
度
は
、
前
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分

ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

実
効
線
量

百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

二

等
価
線
量

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
三
百
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
、
皮
膚
に
つ
い
て
は
一
シ
ー
ベ
ル
ト

（
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
）

第
四
条
の
三

男
子
職
員
又
は
妊
娠
す
る
可
能
性
が
な
い

と
診
断
さ
れ
た
女
子
職
員
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物

質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二

年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
十
七
条
の
二
に
規
定
す

る
原
子
力
保
安
検
査
官
（
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

が
指
名
す
る
者
に
限
る
。）が
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
場

合
で
あ
つ
て
、
そ
の
事
故
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘

案
し
、
実
効
線
量
の
限
度
に
つ
い
て
前
条
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
人
事
院
が
認
め
る
と

き
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
緊
急
作
業

の
期
間
中
の
実
効
線
量
の
限
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
」
と
い
う
。）は
、
百
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
二
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
が
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
規

則
〕

〇
人
事
院
規
則
一
〇

五
（
職
員
の
放
射
線

障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事

院
規
則
（
人
事
院
一
〇

五

九
）

〔
告

示
〕

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
表

の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の

項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実

習
を
定
め
る
件
（
法
務
五
三
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
監
理
団
体

を
定
め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
五
四
、
五
五
）

〇
武
器
貿
易
条
約
の
セ
ー
シ
ェ
ル
共
和
国
及

び
ガ
ー
ナ
共
和
国
に
よ
る
批
准
に
関
す
る

件
（
外
務
二
四
）

〇
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
関
す
る
条
約
へ
の
締
約

国
の
追
加
に
関
す
る
件
（
同
二
五
）

〇
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
の
認
定
及
び

指
定
が
解
除
さ
れ
た
件
（
文
部
科
学
二
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
八
〇
〜
一
八
五
）

〇
運
輸
審
議
会
件
名
表
に
登
載
さ
れ
た
件

（
国
土
交
通
二
四
八
）

〇
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

定
を
し
た
件
（
同
二
四
九
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
と
と

も
に
、
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
同
二
五
〇
、
二
五
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
七
、
八
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
七
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
海
道
開
発
局
一
〇
〜
一
二
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

宮
内
庁

法
務
省

財
務
省

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

人
事
院
規
則
二

四
（
人
事
院
の
職
員
に
対

す
る
権
限
の
委
任
）
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
八
年
人
事
院
公
示
第
一
七
号
の
一

部
改
正
に
関
し
、
決
定
し
た
件

（
人
事
院
公
示
二
）

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
に
係
る
地
方

交
通
審
議
会
の
意
見
に
関
す
る
公
示

（
四
国
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁特

定
保
険
募
集
人
の
所
在
の
確
知
等
、
建

設
業
の
営
業
の
停
止
命
令
、
鉄
道
財
団
設

定
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

企
業
年
金
基
金
清
算
結
了
・
清
算
人
退
任

関
係

会
社
そ
の
他


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